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〈資料－３〉まちづくりに係る支援策
（各省庁の補助事業など）



地域づくりに係る支援策（補助事業①）
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元気な地域づくり交付金 ◎ ◎● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎● ◎ ◎● ◎ ◎
農村振興総合整備事業 ○ ○ ○ ○
美しいむらづくり総合整備事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
むらづくり交付金 ○ ○ ○ ○
田園空間整備事業 ○ ○ ○ ○ ○
地域用水環境整備事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中山間地域総合整備事業 ○ ○ ○ ○
強い農業づくり交付金 ● ●
新規就農等促進総合支援事業 ● ●
森林づくり交付金 ◎ ◎● ◎● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
強い林業・木材産業づくり交付金 ◎ ● ● ◎
国民参加の緑づくり活動推進事業 ●
森林環境教育活動の条件整備促進対策事業 ● ● ●
森林・林業教育総合推進事業 ● ●
絆の森整備事業 ○
森林空間総合整備事業 ○ ○ ○
里山林再生総合対策 ○ ○● ○● ○ ○● ○ ○
森林居住環境整備事業
  （フォレスト・コミュニティ総合整備事業）

○ ○ ○ ○ ○ ○

強い水産業づくり交付金 ◎ ◎● ◎ ◎ ● ◎● ◎
漁村再生交付金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
漁港環境整備事業 ○ ○ ○
いきいき・海の子・浜づくり ○
漁港漁場機能高度化事業のうちフィッシャリーナの整備 ○
漁業集落環境整備事業 ○ ○ ○
地域間交流施設整備事業 ◎ ◎
豊かな体験活動推進事業 ● ●
省庁連携子ども体験型環境学習推進事業 ● ●
青少年の自立支援事業
 《子どもの主体性をはぐくむ体験活動》

● ●

ふるさと文化再興事業 ●
伝統文化こども教室事業 ●

地域（まち）づくり既存ストックの活用等による交流の推進

事    業    名

○ 公共事業
◎ 非公共事業ハード
● ソフト

☆

☆

☆ 本資料に事業紹介あり
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地域づくりに係る支援策（補助事業②）
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地域（まち）づくり既存ストックの活用等による交流の推進

事    業    名

重要文化的景観保護推進事業 ●
都市地方連携推進事業 ○ ○● ○ ○ ○
地域振興アドバイザーの派遣 ●
水辺の交流拠点整備
～リバーツーリズムの推進、体験活動の推進～

○ ○● ○● ○ ○

水源地域ビジョンの策定・推進 ● ○ ○● ○● ● ○
歴史的価値を有する砂防設備の保存・利活用 ○● ○● ○● ○● ○● ○●
による地域活性化の促進
海浜・干潟等の保全・再生・創出 ● ● ● ● ● ●
港湾における親水・交流拠点の整備 ● ● ● ● ● ●
ボートパーク整備の推進 ● ○● ● ○
「道の駅」の整備 ● ●
ウォーキング・トレイル事業 ●
交流ふれあいトンネル・橋梁整備事業 ●
特定公共賃貸住宅制度 ○
優良田園住宅制度 ○
優良な木造住宅団地（フォレストタウンの整備） ○
自然ふれあい体験学習等推進事業 ● ●
自然公園等事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
パークボランティア活動推進事業費 ● ●
山岳環境等浄化・安全対策緊急事業費補助 ● ● ●
離島地域自然環境保全計画策定費 ● ●
エコツーリズム総合推進事業費 ● ● ● ● ●
子供パークレンジャー事業 ● ●
国立公園等民間活用特定自然環境保全活動 ●
（グリーンワーカー）事業
自然再生事業関係費 ○
里地里山保全・再生モデル事業調査費 ● ●
浄化槽整備事業 ●
浄化槽市町村整備推進事業 ●

○ 公共事業
◎ 非公共事業ハード
● ソフト

2

☆

☆

☆

☆ 本資料に事業紹介あり



地域づくりに係る支援策（事業紹介①）

農林水産省農村振興局地域振興課企画班・庶務班
TEL 03-3502-8111担当部局等

４６，６０６，９０２千円の内数平成17年度

予算額

平成１７年度～平成２１年度事業実施期間

定額（１／２，１／３相当等）補助率

農業者の組織する団体農業協同組合土地改良区市町村
都道府県等

実施主体
（補助事業）

採択要件

③農業者等の組織する団体が自ら行う遊休農地の解消活動（作業機
借り上げ、作業器具購入）
④土地改良施設等における自然環境の定着を支援するとともに、多面
的機能の発揮を支援（構想計画策定活動、自然環境保全・再生実践活
動）

Ⅱ ハード

１．農村の支援
①美の田園復興 ②情報基盤整備
２．ｸﾞﾘｰﾝ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ、都市農業の振興
①やすらぎ空間整備 ②都市農業振興条件整備
３．農業生産の基盤の整備
①有休農地活用土地条件整備
②地域一体となった環境保全型農業を推進するための使節等の整備
③土地改良施設等の環境創造を展開するために必要な施設整備
４．中山間地域等の振興（対象施設等）
①農林水産業の振興 ②新しい地域産業の振興 ③山村都市交流促
進、④文化教育の増進、⑤里地棚田・林地・自然景観の保全、⑥生活
環境の向上、⑦高齢者・女性対策の増進、⑧山村振興等地域再生の
連携促進、⑨経営的、技術的に斬新な特認施設等整備、⑩山村等中
山間地域の振興を図るため地域が独自に提案する施設等の整備

Ⅰ．ソフト事業内容
１．農村の新興
農村整備事業を契機とした美しいむらづくりや施設の利活用、
美しい景観の形成、農業に関連したｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽなど多様な
主体の参画による自主的で継続的な取り組みを推進するため、
地域診断や意向調査、情報収集、人材・組織育成、研修講演指
導などの取組や活動を支援
２．ｸﾞﾘｰﾝ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ、都市農業の振興
①グリーン・ツーリズムの新たなスタイルの提案・普及
②都道府県による体験指導者等の育成
③農山漁村の魅力向上のための地域の自発的取組の支援
④都市農業振興ビジョン策定
⑤都市農業生産振興支援・多面的機能活用
⑥地域提案支援（グリーン・ツーリズムの推進や都市農業の振
興に必要があるとして地域が提案する独創的な活動等を支援）
等
３．農業生産の基盤の整備
活動支援
①遊休農地の解消・再活用に係る実践活動の開始及び再活用
地の継続的な利用を確保するための調査・調整活動
②援農ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる遊休農地の解消・再活用を促進するため
の活動（募集、説明会・研修会の開催、実践活動）

事業内容

概

要

地場産業の核である農林水産業の振興を柱として、多様で豊富
な地域資源を地域の創意と工夫により活用した「元気な地域づ
くり」を推進するため、農山漁村の活性化に資する各種の施策
を総合的に推進する。

趣旨・目的

元気な地域づくり交付金事業名
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地域づくりに係る支援策（事業紹介②）

国土交通省都市・地域整備局地方整備課
TEL 03-5253-8404

林野庁森林整備部整備課造林間伐企画班
TEL 03-3591-5893担当部局等

３６１，５１６千円２１０，０００千円平成17年度

予算額

平成15年度～平成20年度事業実施期間

1/3以内森林空間整備等：１／２
用地等取得：１／３
45/100 森林管理道開設：基本補助率

補助率

市町村都道府県、市町村実施主体
（補助事業）

①都市の市町村と地方の市町村の連携による事業の取り組
みが明確になっていること。
②本事業により推進すべき内容が明確になっていること。
③本事業の実施について、関係市町村相互の合意、地域住
民の合意、関係機関等との調整が図られている、または図ら
れる見込みがあること。

採択要件

都市と地方の農山漁村等の市町村や住民・ＮＰＯ等の連携に
より行われる先導的な交流事業を一体的に支援する。
事業としては、都市と地方の農山漁村等の市町村や住民等
が連携・参画して都市地方連携プログラムを策定し、プログラ
ムに基づき実施される交流推進のための地域活動、施設整
備、社会実験等を実施するもので、実施期間は原則３ヶ年度
とする。

○全体計画調査：林地・森林生態系の保全の観点等から、調査を実施
○森林環境教育促進整備：教育関連施設の周辺において、森林
環境教育のフィールドの提供を目的とした森林整備や環境教育促進施設
の整備
○森林健康促進整備：医療施設等の周辺において、これらの施設と連携
を図った森林整備や健康増進広場、簡易な健康促進施設等
の整備
○里山林機能強化整備：集落周辺の里山林において、公益的機能の高
度発揮を図る森林整備や耕作放棄地等の林地化に必要な土壌条件の
改良
○用地等取得：事業実施を目的とした用地等取得

事業内容

概

要

都市住民をはじめ、近年、健康志向・環境意識の高まりや、ゆ
とり・やすらぎを求めるなどの価値観の多様化が進んできてお
り、その結果、多くの都市住民が農山漁村を訪れたいとの意
向を持つなどの新たな兆しが出てきている。一方、農山漁村
等の地方においては、少子高齢化への対応や地域経済の活
性化等が求められている。本事業は、都市と農山漁村等の間
の交流促進により、都市住民の生活の充実を図りつつ、地方
の活性化を推進するものである。

近年、環境意識の高まり等を背景に、木材生産の場としてだ
けでなく、環境教育や森づくり活動の体験の場、積極的な健康
づくりの場などの新たな利用の場としての森林の役割に対する
国民の要請が高まっている。
このような多様化・高度化する国民の要請に応えた森林空間
、、、を創出するため森林環境教育促進の観点健康づくりの観点
里山林整備の観点から、地域の実情に応じた望ましい森林空間
の整備を推進することとする。

趣旨・目的

都市地方連携推進事業森林空間総合整備事業事業名
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地域づくりに係る支援策（事業紹介③）

国土交通省道路局地方道・環境課 TEL  03-5253-8111国土交通省河川局河川環境課 TEL  03-5253-8448担当部局等

道路整備3,099,672百万円の内数河川事業費（国費：４４０，２８２百万円）の内数平成17年度

予算額

平成8年度～地域交流拠点水辺プラザ：平成８年度～
ふるさとの川整備事業：昭和６２年度～事業実施期間

地方道事業、街路事業、特定交通安全施設等整備事業の補助率と
同様

直轄河川改修費、都市河川改修費補助等の既定事業で実施
補助率

地方公共団体国、都道府県、市町村実施主体
（補助事業）

採択要件

歩きやすさを十分配慮し、周辺景観や地域の個性を活かした歩行
者専用道路等の施設の整備に対して支援を行う。
事業を進めるにあたっては、地方自治体等の道路部局と、公園・河
川等関係部局が主体となり、地域住民やウォーキング関係団体等
の利用者の参画を得て、ネットワーク計画や施設整備計画、ウォー
キングトレイルの活用計画等を策定する。

カヌーやラフティングをはじめとした水面利用や自然体験活動など、
河川をフィールドとした活動が活発化、多様化していることを踏まえ、
地域の交流拠点となる「水辺プラザ」の整備や、子供たちの体験活
動の充実を図る「水辺の楽校」の整備を推進するとともに、全国の
川で活動する市民団体等で構成される「川に学ぶ体験活動協議会
（ＲＡＣ 」と連携し、川で安全）に活動するための指導者、ガイドの育

成を進めるなど、リバーツーリズムを推進する。
また「ふるさとの川整備事業」として、河川管理者及び市町村長は
対象河川の指定を受けた後地域の創意・工夫を尊重し、地域との
連携を図りつつふるさとの川整備計画を策定し整備計画が認定さ
れると、河川管理施設等について、重点的な整備を行なう。

事業内容

概

要

国民の歩くニーズに応え、歩くことを通じた健康・福祉活動を支援す
るとともに、魅力ある地域づくりを図るため、生活者がゆとりとうるお
いの実感できる質の高い歩行空間を形成することを目的とする。

リバーツーリズムの振興を図るため、川で活動するさまざまな主体
の参画による、地域が連携した安全で楽しい水面利用を推進すると
ともに、自然豊かな水辺において環境学習や自然体験活動を推進
する。
また、河川本来の自然環境の整備・保全や周辺の景観との調和を
図りつつ、地域社会と一体となった河川改修を行い、良好な水辺空
間の形成を図る。

趣旨・目的

ウォーキング・トレイル事業水辺の交流拠点整備
～リバーツーリズムの推進、体験活動の推進～事業名
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